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特例認定NPO法人 
児童福祉の架け橋
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2,000円

名古屋市中区大井町７－２５
TEL: 052－331－5288

※事前のお振り込みにご協力ください。

イーブルなごや （第4集会室）

◎倉橋 幸彦氏の経歴

◎登壇する退所児のプロフィール

NPO法人児童福祉の架け橋では、児童養護施設などを定期的に
取材させていただき、社会的養護の現状を発信しながら、施設に
支援を届ける活動を行ってきました。最近では、児童養護施設の
認知も以前よりは高まり、施設への理解や支援は徐々に増えてき
ました。しかし、施設の退所児（ケアリーバー）を取り巻く現状に
ついては、メディアなどで取り上げられることも少なく、さまざま
な問題を抱えている子もいます。今回の講演会では、支援を必要
としている施設やその退所児の現状を知っていただく機会とな
ればと思い企画しました。どのような施設があり、子どもたちが
どのような生活をしているのか。また、施設を卒園した後に退所
児がどのような問題点を抱えているのかなどを、児童養護の現
場で子どもたちと向き合い続け、実践し、支援をし続けてきた倉
橋氏と施設の退所児に、現状をお話ししていただきたいと思い
ます。そして退所児の支援を考えるきっかけになればと思います。

〇特定非営利活動法人 fun life　理事長　

〇ファミリーホーム養育者　養育里親養育者

〇中日新聞社会事業団中日青葉学園 児童養護施設あおば館 施設長補佐

〇名古屋芸術大学教育学部 教育学部子ども学科 子ども支援コース 准教授

〇虹の架け橋  ～養育者を支援する里親・家庭養護の会～ 代表

〇一般社団法人洛陽NUAキャリア法務支援機構　監事

4歳から高校卒業まで児童養護施設で生活。退所

後は多くの困難を経験しながら、「自分とは」「愛

情とは」を問い続けてきたケアリーバー。当事者

の立場で社会的養護を振り返ります。
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施設長補佐 倉橋 幸彦 氏

退所児のお話

児童養護施設 中日青葉学園 
あおば館
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